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f′（x１＊）＝１０．５１２４λ＞１ for all λ＜１/２４ （９）
がしたがい，x１＊は不安定的（unstable）となり，







より正確には，（３）式の体系がパラメータ λ の下で取る均衡値の数を Nλとするとき，任意の近












































































































がしたがう。ただし，u は効用函数，c は消費量，そして β は割引率を表わす。
もう１つは，有限寿命をもつ主体が想定される世代重複成長モデル（overlapping generations


























































































が丁度１点 k＞０に対して成立するような状態をもつ。図－4において，k＝｛０，k｝なる k に対し ψ（k）
























































































がしたがう。ただし，zr＝∂z/∂r，zy＝∂z/∂w であり，係数を要素とする Jacobian行列 J は，均
衡点（k＊，b＊）で評価される。しかるに，G（k）の傾きΤ（k）は

























































































































































































































































eht（t１））を基点として，４５°線上の点 C に至るオファー曲線（offer曲線）EC を描く。したがって，





































































































































































ところで，m＝sw（k）（１n）k は，k＝０，k＝k において m＝０をとり，w′（k）＞０，w″（k）＜０を
想定すれば，k－m 座標に原点から発し，k＝k で最大値をとり，k＝k で横軸を切るような凹を成
す KK 曲線を描く。さらに，m＝sw（k）（１n）k＊は，k＝０において，m＝（１n）k＊をとり，
たて軸の座標（１n）k＊から発し，逓減的単調増加性をもつようなMM 曲線を描く。（図－12参照。）








まず，（８５）式の関係は μ の影響を受けることはなく，したがって，KK 曲線は μ の変化から独
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